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と
し
て
同
６
月
の
定
時
総
会
終
了
後
に
正

式
発
足
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

精
米
工
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
次
ぐ
収
益
源

と
期
待
す
る
認
証
ビ
ジ
ネ
ス
。
そ
の
場
で

配
布
さ
れ
た
資
料
「
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化

（
報
告
）」（
以
下
「
規
格
化
報
告
」）
を
入

手
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
や
ら
捕
ら
ぬ
狸
の

皮
算
用
に
終
わ
り
そ
う
な
印
象
を
受
け
て

し
ま
っ
た
。

認
証
協
会
設
立
当
初
の
発
起
人
の
よ
う

な
社
員
（
会
員
）
の
中
に
、
売
上
高
２
位

の
米
卸
大
手
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
（
東

京
）
以
外
、
名
前
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

業
界
ト
ッ
プ
の
神
明
（
神
戸
）
は
、
早
く

に
精
米
工
を
脱
退
し
て
い
る
の
で
、
名
前

が
な
い
の
は
当
た
り
前
と
し
て
、
神
明
、

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
に
次
ぐ
業
界
３
位
の

木
徳
神
糧
（
東
京
）
の
名
前
も
な
い
こ
と

は
、
と
て
も
奇
異
な
感
じ
が
し
た
。
同
社

は
精
米
工
会
長
会
社
で
あ
り
、
米
穀
卸
を

束
ね
る
全
国
米
穀
販
売
事
業
共
済
協
同
組

合
（
全
米
販
）
の
会
長
会
社
で
も
あ
る
。

規
格
化
報
告
に
よ
る
と
、
設
立
発
起
人

の
社
員
は
、
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
以
外
、

精
米
工
と
株
式
会
社
ナ
ン
ブ
（
さ
い
た
ま

市
）
を
含
め
た
３
社
。
設
立
後
に
は
、
社

員
と
し
て
９
社
の
加
入
が
決
ま
っ
て
い

る
。
北
か
ら
、
ホ
ク
レ
ン
（
札
幌
）、
シ

ョ
ク
レ
ン
北
海
道
（
北
海
道
）、
ラ
イ
ケ

ッ
ト
（
青
森
）、
山
田
屋
本
店
（
東
京
）、

福
井
県
米
穀
（
福
井
）、愛
知
経
済
連
（
名

古
屋
）、
鳥
取
県
食
（
鳥
取
）、
東
福
岡
米

穀
（
福
岡
）、
沖
縄
県
食
糧
（
沖
縄
）。

ち
な
み
に
精
米
工
の
会
員
は
、
２
６
９

社
（
精
米
本
機
50
馬
力
以
上
は
２
３
３
社

同
25
馬
力
以
上
50
馬
力
未
満
は
36
社
）。

認
証
ビ
ジ
ネ
ス
の
情
報
が
十
分
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
の
か
、
こ
れ
だ
け
の
会
員
数
が

あ
り
な
が
ら
、
設
立
発
起
人
に
名
前
を
連

ね
る
会
員
が
少
な
く
、
会
長
会
社
で
さ
え

あ
っ
ち
向
い
て
ホ
イ
で
は
、
柳
の
下
の
泥

鰌
に
な
っ
て
し
ま
う
予
感
が
す
る
。

設
立
時
の
役
員
３
名
も
精
米
工
関
係
者

だ
け
で
固
め
た
。
う
ち
１
名
の
木
村
良
氏

は
精
米
工
理
事
長
で
あ
り
木
徳
神
糧
会
長

で
も
あ
る
。
精
米
工
理
事
長
と
し
て
名
前

を
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

大
手
卸
で
さ
え
、
そ
っ
ぽ
を
向
け
る
精

米
Ｊ
Ａ
Ｓ
化

―
そ
の
不
人
気
の
理
由
は

何
だ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
精
米
工
の
説
明

を
聞
い
た
だ
け
で
は
、
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
を
測
り
か
ね
て

い
る
と
い
う
よ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
た
め

の
書
類
作
成
や
認
証
料
な
ど
、
余
計
な
経

費
が
多
分
に
か
か
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

を
心
配
し
て
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

そ
ん
な
精
米
工
会
員
の
声
な
き
声
を
代

表
し
て
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
旗
振
り
役･

飯
野

輝
明
専
務
に
、
あ
え
て
失
礼
を
承
知
で
、

精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化

―
す
で
に
原
案

は
日
本
精
米
工
業
会
（
精
米
工
）
理
事
会

で
合
意
、
了
承
さ
れ
、
後
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
４

条
に
も
と
づ
く
国
へ
の
「
申
出
」
と
い
う

手
続
き
を
待
つ
だ
け
に
な
っ
た
。
原
案
を

入
手
し
た
が
、
前
月
号
で
触
れ
た
通
り
、

サ
イ
エ
ン
ス
の
裏
付
け
が
あ
る
と
は
思
え

な
い
内
容
だ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
精
米
工

は
、
な
ぜ
か
国
に
よ
る
認
証
が
あ
る
も
の

と
確
信
、
早
く
も
認
証
ビ
ジ
ネ
ス
を
フ
ラ

イ
ン
グ
気
味
に
立
ち
上
げ
た
。

精
米
工
は
数
年
前
、
会
員
対
象
の
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
で
潰
れ
か
け
の
組
織
を

見
事
に
再
建
し
た
成
功
体
験
が
あ
る
。
こ

の
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
ど
こ

か
柳
の
下
の
泥ど
じ
ょ
う鰌

に
な
る
よ
う
な
感
じ
が
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土門 剛 どもん　たけし

精
米
工
「
大
甘
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
案
」

会
員
企
業
も
採
用
せ
ず
か

し
て
な
ら
な
い
。

そ
っ
ぽ
向
か
れ
た 

認
証
ビ
ジ
ネ
ス

精
米
工
理
事
会
が
、
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

原
案
に
対
し
、
合
意
、
了
承
を
与
え
る
の

は
、
21
年
３
月
17
日
だ
っ
た
。
同
時
に
認

証
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
た
め
、「
精
米
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
証
機
関
」
の
立
ち
上
げ
も
理
事
会
で

承
認
さ
れ
、「
一
般
社
団
法
人
日
本
精
米

検
査
認
証
協
会
」（
以
下
「
認
証
協
会
」）
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寄
生
虫
が
、そ
の
分
際
を
わ
き
ま
え
ず
、

ひ
た
す
ら
体
力
強
化
、
財
務
的
に
宿
主
よ

り
強
く
な
っ
た
こ
と
に
、
多
く
の
会
員
企

業
が
反
発
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
、
表
１

で
お
分
か
り
い
た
だ
け
よ
う
。

一
般
社
団
法
人
は
株
式
会
社
の
決
算
と

異
な
り
単
純
比
較
で
き
な
い
。
一
応
の
傾

向
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
木
徳
神

糧
の
「
連
結
当
期
純
利
益
」
に
相
当
す
る

も
の
と
し
て
、精
米
工
「
一
般
正
味
財
産
」

の
前
年
と
の
差
を
損
益
と
み
な
し
て
比
べ

る
こ
と
に
し
た
。
ち
な
み
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
で
精
米
工
が
組
織
再
建
を
果
た

す
の
が
17
年
度
だ
っ
た
。

木
徳
神
糧
が
20
年
12
月
期
決
算
で
、
前

年
同
期
比
の
純
利
益
が
10
分
の
１
に
激
減

し
て
い
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
精
米

販
売
不
振
を
反
映
し
た
も
の
だ
。
ち
な
み

に
営
業
段
階
で
は
４
２
０
０
万
円
赤
字
だ

っ
た
。業
界
第
３
位
の
木
徳
神
糧
に
し
て
、

こ
の
決
算
内
容
だ
。
残
り
の
精
米
販
売
専

業
の
会
員
企
業
の
大
半
は
、
赤
字
ス
レ
ス

レ
か
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

精
米
工
会
長
会
社
で
あ
り
な
が
ら
、
認

証
協
会
の
設
立
発
起
人
ど
こ
ろ
か
、
設
立

後
の
社
員
（
会
員
）
に
さ
え
名
乗
り
を
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
い
ま
の
業

界
の
姿
だ
。

精
米
工
は
規
格
化
報
告
の
中
で
、
精
米

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
の
目
的
に
つ
い
て
、
高
ら

か
に
宣
言
し
て
い
る
。

「
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
規
格
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
（
第
三
者
認
証
）
に
基
づ
き
、
精
米

の
品
質
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
の

主
要
な
食
品
と
し
て
の
精
米
の
価
値
の
向

上
に
繋
が
り
、
消
費
者
の
選
択
に
資
す
る

ほ
か
、
日
本
米
の
品
質
の
良
さ
の
裏
付
け

と
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
」

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
額
面
通
り
に
受
け

と
っ
て
よ
い
も
の
か
。
精
米
工
規
格
原
案

に
技
術
評
価
を
下
し
て
み
た
い
。

組
織
決
定
な
し
の 

フ
ラ
イ
ン
グ
ス
タ
ー
ト

そ
れ
に
し
て
も
精
米
工
は
不
思
議
な
組

織
だ
。会
員
を
相
手
に
し
た
組
織
な
の
に
、

会
員
の
方
に
は
顔
を
向
け
ず
、
監
督
官
庁

の
農
水
省
に
顔
を
向
け
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
ん
な
質
問
を
放
っ
て
お
い
た
。

「
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
し
ょ
う
か
」

な
ぜ
か
回
答
は
な
か
っ
た
。
そ
の
認
証

料
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
認
証
機
関
で
決

定
す
る
」
と
、
精
米
工
報
告
に
書
い
て
あ

っ
た
。
認
証
料
の
ほ
か
に
も
、
確
認
調
査

料
（
毎
年
の
更
新
）
や
製
品
検
査
料
も
ガ

ッ
ポ
リ
と
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
精
米
工
理

事
会
で
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。

会
員
企
業
を 

操
り
始
め
た
精
米
工

精
米
工･

飯
野
専
務
に
と
っ
て
最
大
の

誤
算
は
、
会
員
企
業
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
胸
の
内
に

分
け
入
る
と
、「
＂
お
国
＂
の
た
め
に
と

思
っ
て
手
を
付
け
た
事
業
な
の
に
会
員
は

な
ぜ
協
力
し
て
く
れ
な
い
の
か
」
と
浮
世

の
悲
哀
を
感
じ
始
め
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
残
念
な
が
ら
精
米
工
会
員
企
業
の
声

を
集
約
す
る
と
そ
の
＂
お
国
＂
は
精
米
工

と
読
み
替
え
て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

精
米
工
は
、
会
員
相
手
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
で
破
綻
に
瀕
し
た
組
織
の
財
政

的
再
建
に
成
功
し
た
が
、
会
員
企
業
の
経

営
は
そ
れ
に
反
比
例
し
て
悪
化
の
一
途
。

認
証
ビ
ジ
ネ
ス
に
会
員
企
業
が
冷
淡
な
の

は
、
表
現
は
悪
い
が
、
寄
生
虫
（
精
米
工
）

が
宿
主
（
会
員
企
業
）
を
操
ろ
う
と
し
て

い
る
か
ら
だ
と
い
う
声
を
複
数
の
会
員
企

業
か
ら
耳
に
し
た
。

こ
の
問
題
で
は
、
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
や

認
証
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
る
に
際
し
て
、
理

事
会
の
決
定
を
経
て
い
な
い
こ
と
が
、
精

米
工
の
事
業
報
告
書
、
規
格
化
報
告
、
精

米
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
機
関
（
案
）
か
ら
み
て
と

れ
る
。
あ
え
て
記
載
し
な
か
っ
た
と
い
う

事
情
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
精
米
工･

飯

野
専
務
に
次
の
よ
う
な
質
問
状
を
放
っ
て

み
た
。

「
精
米
工
は
、
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
取
り
組
み
を
開

始
さ
れ
る
に
つ
い
て
理
事
会
で
議
論
さ
れ

ま
し
た
か
。
も
し
議
論
さ
れ
て
い
た
と
し

た
ら
、
そ
の
理
事
会
が
開
か
れ
た
日
時
を

教
え
て
下
さ
い
。
も
し
そ
の
手
続
き
を
経

て
お
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
」

質
問
し
た
際
、
技
術
的
な
こ
と
以
外
は

何
で
も
答
え
る
と
い
う
態
度
だ
っ
た
の

に
、
回
答
を
寄
こ
さ
な
い
。
そ
の
態
度
か

ら
、
理
事
会
で
決
議
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
か
。19
年
度
事
業
報
告
書
に
は
、

こ
ん
な
記
述
が
あ
る
。

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
改
正
に
伴
う
精
米
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
化
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
農

林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
が
精
米
製
造
の
現
状
把
握
を
行

い
、
規
格
化
に
向
け
検
討
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
」

同
報
告
書
は
、
19
年
４
月
か
ら
20
年
３

月
ま
で
の
事
業
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
報

告
。
そ
の
時
点
で
は
、
規
制
改
革
推
進
会

日本精米工業会 木徳神糧

年度 一般正味
財産 利益 会員数 連結当期

純利益 純資産

20 19,786 2,655 263 6,200 951,200

19 17,130 2,163 247 67,600 977,100

18 14,967 2,773 227 28,300 929,600

17 12,193 445 208 87,500 910,700

16 11,747 24 193 91,800 858,600

注：決算期、精米工は 3月末、木徳神糧は12月末

■表1：日本精米工業会と木徳神糧の決算比較� （単位万円）
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両
者
の
比
較
で
違
い
が
あ
る
の
は
、
水

分
を
除
く
と
、
①
胚
芽
残
存
、
②
正
常
粒
、

③
被
害
粒
（
着
色
粒
を
含
む
）、
④
水
浸

割
粒
」
の
４
点
。
う
ち
①
と
②
を
外
し
た

こ
と
、
③
に
つ
い
て
は
新
た
に
盛
り
込
ん

だ
が
、
精
米
機
や
付
帯
設
備
の
技
術
進
歩

で
対
応
可
能
な
の
で
、
あ
え
て
言
及
す
る

必
要
は
な
い
。

問
題
は
最
後
の
④
水
浸
割
粒
だ
。
水
浸

裂
傷
粒
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
規
格
は
国

内
初
登
場
、
も
ち
ろ
ん
世
界
初
の
精
米
の

流
通
規
格
で
あ
る
。

こ
れ
は
食
味
に
関
わ
る
重
要
な
項
目
な

の
で
、「
最
上
位
規
格
」
を
目
指
す
精
米

工
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
案
に
新
た
に
加
え
て

き
た
意
気
込
み
は
理
解
で
き
る
。
実
際
、

炊
飯
の
際
、
食
味
を
左
右
す
る
の
で
、
外

食
や
中
食
の
事
業
者
が
も
っ
と
も
重
視
し

て
い
る
項
目
だ
。
精
米
工
会
員
の
大
多
数

が
、
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
原
案
に
飛
び
つ
け

な
い
現
場
の
事
情
は
、
ど
う
や
ら
こ
の
基

準
値
の
水
準
に
あ
り
そ
う
だ
。

逆
効
果
に
な
る
か 

「
水
浸
割
粒

％
以
下
」

精
米
工
が
、「
水
浸
割
粒
10
％
以
下
」

の
基
準
を
盛
り
込
ん
で
き
た
思
惑
な
り
事

情
は
つ
か
め
な
い
。
と
り
わ
け
「
10
％
以

下
」
と
い
う
数
字
は
、
結
構
甘
い
基
準
値

と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
。
実
際
に
、
大
手

の
外
食
や
中
食
の
現
場
で
は
数
％
以
下
が

一
般
的
。
さ
ら
に
水
準
の
高
低
が
問
題
で

承
く
だ
さ
い
」

実
に
正
直
な
答
え
方
だ
。
ち
ょ
っ
と
乱

暴
な
表
現
だ
が
、
認
証
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
に

関
心
を
抱
い
た
の
か
、
技
術
面
は
Ｆ
Ａ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
に
丸
投
げ
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
よ
う

で
あ
る
。

精
米
工
の
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
原
案
を
入

手
し
て
、
こ
れ
と
現
在
、
米
穀
業
界
の
流

通
規
格
の
よ
う
な
米
穀
公
正
取
引
推
進
協

議
会
に
よ
る
「
精
米
品
位
基
準
」
と
、
精

米
工
が
そ
の
基
準
に
沿
っ
て
作
成
し
た

「
精
米
品
位
規
格
」
と
の
比
較
を
試
み
た

（
表
３
）。

米
穀
公
正
取
引
推
進
協
議
会
は
、
精
米

の
業
界
基
準
づ
く
り
の
た
め
、
04
年
に
設

立
さ
れ
た
組
織
。
生
産
者
団
体
、
消
費
者

団
体
、
学
識
経
験
者
な
ど
が
構
成
メ
ン
バ

ー
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
の
精
米
工･

精
米
品
位
規
格
は
、

そ
の
精
米
品
位
基
準
を
ベ
ー
ス
に
、
会
員

向
け
に
精
米
工
が
規
格
化
し
た
も
の
だ
。

「
雪･

花
」
は
、
雪
が
上
位
規
格
、
花
が

下
位
規
格
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。
今
回
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
原
案
は
、精
米
品
位
基
準
や
、

精
米
工
「
雪
」
を
上
回
る
最
上
位
規
格
と

い
う
位
置
づ
け
に
な
る
と
、
精
米
工
は
説

明
し
て
い
る
。

精
米
工
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
案
は
、
精
米

品
位
規
格
よ
り
基
準
を
よ
り
厳
し
く
し
た

と
い
う
が
、
は
た
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
雪
」
と
比
較
し
て
い
て
気
が
つ
く
こ
と

が
あ
る
。

決
定
し
て
閣
議
了
解
を
得
る
の
が
、
同
７

月
17
日
の
こ
と
だ
。

こ
の
手
回
し
の
良
さ
か
ら
、
農
水
省
の

強
力
な
＂
指
示
＂
が
あ
っ
て
、
会
員
に
も

諮
ら
ず
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
に
動
き
始
め
た

こ
と
が
何
と
な
く
想
像
で
き
る
。
飯
野
専

務
に
と
っ
て
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規

格
化
で
農
水
省
が
付
け
て
く
れ
た
技
術
面

な
ど
で
の
サ
ポ
ー
ト
役
だ
。
と
い
う
よ
り

も
、
技
術
の
丸
投
げ
先
と
い
う
感
覚
で
は

な
か
っ
た
か
。

19
年
度
事
業
報
告
書
の
記
述
は
、
Ｆ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
責
任
者
に
取
材
し
た
際
、
電
話

で
読
ん
で
聞
か
せ
て
お
い
た
。
当
初
、「
検

討
」
と
書
か
れ
た
こ
と
に
「
事
実
と
違
う
」

と
否
定
、
精
米
工
に
対
し
強
い
不
満
を
示

し
て
き
た
が
、
そ
の
後
、「『
検
討
』
で
は

な
く
『
サ
ポ
ー
ト
』
で
し
た
」
と
言
い
換

え
て
き
た
。
ち
な
み
に
精
米
工
が「
検
討
」

と
書
い
た
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
認
証
ビ

ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
か
っ
た
強
い
気
持

ち
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
て
表
現
を
間
違
え

て
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

技
術
は 

「
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
マ
タ
ー
」
で

精
米
工･

飯
野
専
務
に
、
技
術
的
な
こ

と
に
つ
い
て
質
問
す
る
旨
の
取
材
を
申
し

込
む
と
、
こ
ん
な
回
答
が
戻
っ
て
き
た
。

「
基
準
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ

マ
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
当
方
か
ら
説
明

す
る
状
況
下
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

議
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
に
つ
い
て
要
求
は
出

し
て
い
な
い
。
同
会
議
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

化
を
含
む
農
産
物
検
査
見
直
し
問
題
を
提

起
す
る
の
は
、
20
年
１
月
31
日
で
、
正
式

■表2：精米JAS規格化をめぐる農水省と規制改革推進会議の動き

2019 夏頃 （独）農林水産消費安全技術センター、精米 JAS 規格化について検討を開始

2020

1/31 規制改革推進会議第 5 回農林水産ワーキング・グループ 、農産物検査見直しを提起
4/21 規制改革推進会議第 9 回農林水産ワーキング・グループ 、農産物検査見直しでヒヤリング
7/17 政府、規制改革推進会議が示した精米 JAS 規格の制定を閣議決定
9/4 農水省、精米 JAS 規格化に向け農産物検査規格 ･ 米穀の取引に関する検討会立ち上げ（全 8 回）

11/30 精米工、精米 JAS 規格化について検討を開始

2021

1/17 精米工、精米 JAS プロジェクトチーム会議による検討会（第 1 回）
2/25 精米工、同プロジェクトチーム会議による検討会（第 2 回）で規格原案の合意 ･了承
2/25 農水省第 6 回検討会「スマートフードチェーンとこれを活用した JAS 規格の制定」で結論
3/17 精米工、同理事会で「精米 JAS 規格化（報告）」と「精米 JAS 認証機関案」を正式決定
4/28 農水省第 8 回検討会「スマートフードチェーンとこれを活用した JAS 規格の制定」を正式決定
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は
な
く
、「
水
浸
割
粒
」
と
い
う
基
準
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
自
体
が
問
題
と
指
摘

す
る
意
見
も
あ
る
。
精
米
業
者
に
と
っ
て

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
最
大

の
理
由
の
よ
う
だ
。

精
米
工･
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
原
案
に
は
、

「
10
％
以
下
」
と
い
う
数
字
の
根
拠
は
示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
精
米
工
が
デ
ー
タ

を
集
め
、
試
験
を
重
ね
、
分
析
し
た
結
果

の
数
字
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
研
究
機
関
の

調
査
レ
ポ
ー
ト
の
引
用
と
踏
ん
で
、
そ
の

出
典
を
探
し
て
み
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
原
案
の
参
考
に
な
る
調
査

レ
ポ
ー
ト
は
、
水
稲
の
場
合
、
国
や
都
道

府
県
の
試
験
研
究
機
関
か
、
大
学
農
学
部

し
か
な
い
と
睨
ん
で
、
手
始
め
に
国
立
研

究
開
発
法
人
農
研
機
構
の
サ
イ
ト
を
く
ま

な
く
探
し
た
ら
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
間
違
い
な

か
ろ
う
と
思
え
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
農
研
機
構
が
06
年

か
ら
08
年
に
か
け
て
茨
城
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
対
象
に
調
査
し
た
「『
コ
シ
ヒ
カ
リ
』

に
お
け
る
水
浸
裂
傷
粒
の
発
生
条
件
」
と

題
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

①�

「
精
白
米
を
水
に
20
分
程
度
浸
す
こ
と

で
米
粒
の
周
囲
に
裂
け
口
を
生
じ
る
粒

を
指
す
。
炊
飯
す
る
と
崩
壊
粒
と
な
り

や
す
く
、
10
％
以

上
の
発
生
は
炊
飯

米
の
外
観
、
食
味

に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
」

②
「
出
穂
後
20
日
間
の
平
均
気
温
と
日
照

時
間
を
標
準
化
し
た
両
者
の
差
（
高
温

と
日
照
不
足
の
影
響
を
合
わ
せ
た
指
標

値
）
は
、
水
浸
裂
傷
粒
と
の
間
に
高
い

正
の
相
関
が
認
め
ら
れ
る
」

精
米
工
が
、「
水
浸
割
粒
10
％
以
下
」

の
根
拠
に
し
た
の
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
違
い

な
い
と
思
う
。
近
く
国
に
原
案
を
届
け
る

際
、数
字
の
根
拠
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、

外
食
や
中
食
な
ど
精
米
大
手
ユ
ー
ザ
ー
を

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し
た
資
料
は
出
て
こ
な
い
と

思
う
。

水
浸
割
粒
の
発
生
原
因
に
つ
い

て
も
、
農
研
機
構
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

出
穂
直
後
の
気
候
変
動
と
結
論
づ

け
て
い
る
。
高
温
障
害
や
日
照
不

足
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
気

候
変
動
を
例
に
と
れ
ば
、
毎
年
の

よ
う
に
発
生
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
時

点
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ぐ

ら
い
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

年
産
に
よ
っ
て
玄
米
の
一
等
米

比
率
が
乱
高
下
す
る
不
安
定
さ
も

あ
る
。
よ
り
高
温
に
な
っ
た
り
、

日
照
不
足
に
陥
っ
た
り
し
て
い
る

こ
と
だ
。
極
端
な
例
だ
が
、
一
等

米
比
率
が
20
％
台
だ
っ
た
19
年
産

新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
。

精
米
の
品
質
は
玄
米
の
品
質
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。「
10
％
以

下
」
と
い
う
基
準
を
適
用
し
た
ら
、

従
前
通
り
の
玄
米
検
査
と
い
う
前

提
で
は
、
相
当
部
分
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
対
象

外
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
に
精
米
業
界
が
耐
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
。
飯
野
専
務
な
ら
分
か
っ
て
い
る
は

ず
だ
と
は
思
う
が
、
あ
え
て
甘
い
基
準
を

付
け
加
え
た
精
米
工
の
態
度
は
理
解
に
苦

し
む
。

飯
野
専
務
が
旗
を
振
る
認
証
協
会
に
、

会
員
企
業
の
大
多
数
が
、
い
ま
だ
に
腕
組

み
状
態
に
あ
る
の
は
、
こ
の
あ
た
り
に
理

由
が
あ
り
そ
う
だ
。

精
米
工
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
案
も 

Ｆ
マ
ー
ク
と
同
じ
運
命
か

精
米
工
は
、
精
米
品
位
規
格
を
導
入
し

た
際
、「
Ｆ
マ
ー
ク
」な
る
も
の
を
考
案
し
、

そ
の
規
格
を
パ
ス
し
た
商
品
に
付
け
る
予

定
だ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
の
よ
う
な
も

の
だ
。
そ
の
マ
ー
ク
が
、
い
ま
会
員
企
業

の
米
穀
卸
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
あ
え
て
説
明
す
る
こ
と
も

な
か
ろ
う
。
精
米
工･

精
米
Ｊ

Ａ
Ｓ
原
案
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
の

視
点
も
な
く
、
中
途
半
端
す
ぎ
て
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
受
け
入
れ
ら
れ
そ
う
に
も
な
い
。

法
律
に
よ
る
強
制
力
も
な
い
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
会
員
企
業
の
こ
と
を
疎

か
に
し
て
農
水
省
だ
け
に
い
い
顔
を
向
け

よ
う
と
し
た
飯
野
専
務
に
は
、
会
員
企
業

だ
け
で
な
く
精
米
Ｊ
Ａ
Ｓ
原
案
に
よ
っ
て

影
響
を
被
る
産
地
関
係
者
の
間
か
ら
怨
嗟

の
声
が
満
ち
て
く
る
だ
ろ
う
。
ど
う
み
て

も
農
水
省
監
修･

精
米
工
制
作
の
精
米
Ｊ

Ａ
Ｓ
原
案
は
、
Ｆ
マ
ー
ク
と
同
じ
運
命
を

た
ど
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
化
を
前
提
に
農
水
省
が
鳴

り
物
入
り
で
進
め
る
「
オ
コ
メ･

チ
ェ
ー

ン
」
に
対
し
て
は
一
言
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

（
幻
想
）」
と
い
う
し
か
な
か
ろ
う
。
ひ
と

つ
だ
け
根
拠
を
示
せ
ば
、
農
水
省
が
、
未

検
査
米
を
検
査
米
同
様
の
扱
い
に
し
た
結

果
、
農
産
物
検
査
制
度
の
底
に
穴
を
開
け

て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

規格
項目　　　　　

日本精米工業会 米穀公正取引
推進協議会

JAS
規格化案

精米品位規格 精米
品位基準雪 花

水分 15％以下 16％以下 16％以下 16％以下
正常粒 ー 93% 以上 90% 以上 ー
粉状質粒 6％以下 6％以下 8％以下 15％以下
被害粒（着色粒を含む） 1％以下 ― ― 2％以下
着色粒 0％以下 ― ― 0.2％以下
砕粒 3％以下 3％以下 5％以下 8% 以下
異種穀粒及び異物 0％以下 ― ― 0.1％以下
胚芽残存 ― 15％以下 20％以下 ―
白度 39％以上 39％以上 38％以上 ―
水浸割粒 10％以下 ― ― ―

■表3：精米の流通規格比較


